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ピックアップした
　　　建築。
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①神田明神
②柳森神社
③湯島聖堂
④昌平橋
⑤高畠邸
⑥神田の家







湯島聖堂
1690 年に江戸幕府５代将軍徳川綱吉が
孔子廟として建てられたもの
その後、1797 年に幕府管轄学校の
昌平坂学問所が開設される
建てられた当初のものは戦争や
大震災によって全焼してしまい、
現在建っているものはその後
改修されたもので、位置や外観などは
以前のものとほぼ同じ様に出来ており、
国の文化財として保護されている。

以前、敷地内に茶屋があったり、
周りは割とひらけている様であったが、
現在は前の道は舗装され、
周辺には大学やビルが建ち並んでしまい、
当初の様な目立った外観が損なわれている様に
感じた。



昌平橋
江戸時代初期に初めてかけられた際は、一口橋や
芋洗橋と呼ばれていた

［江戸時代～明治初期］
　橋を造る技術が未熟だった上に、度々の神田川
　の洪水によって頻繁に架け替えられた
［明治時代］
　資産家によって架け替えられた際、日本初のア
　スファルト舗装が行われた
［大正時代］
　現在の姿となり、関東大震災に対しても鉄筋コ
　ンクリート製のおかげで目立った被害はなし
［平成時代］
　千代田区景観まちづくり重要物件に指定され、
　現在は長寿化工事が施されている

橋の上から見える、川幅が狭い
神田川の小さなスペースに多く
の建造物が渡っている光景は、
壮観である



高畠邸
江戸時代、駿河台は旗本クラスの屋敷地で、
明治期には実業家の邸宅や病院、学校などが
作られた。関東大震災後は市内で初めて区画
整理が行われた場所。

周辺には重要文化財のニコライ堂
のような歴史ある建物があり、
高層ビルが多い駿河台のなかで
都会のオアシス空間を形成して
いた。

近年の建替えや再開発
によって景観が一変し
た中で、当時の御屋敷
の面影を残す貴重な建物。



神田の家

千代田区有形文化財

江戸時代から続く材木商の遠藤家の旧店舗・
住宅主屋。

現在、井政「神田の家」では、江戸の暮らし
を今に伝える遠藤家の調度品を展示するな
ど、季節の行事に合わせたイベントを企画・
開催している。

http://www.kanda-imasa.co.jp出典：



まとめ

川 道川 道

街並み

江戸：運搬利用として多くの水路が使用され、
　　　洪水防止として掘も多い

↓

現在：使用されていない、
　　　埋まったところも多い

江戸：中央通りが主要
↓

明治：鉄道の発達により駅付近が活発に
↓

現在：地下鉄、高速道路も発展し、
　　　直線的な区切りが薄まる

当時多かった武家屋敷の敷地や道
古い建物や書店街など

開発が進み、高層ビルが立ち並ぶ区画もあるが、
一方で

）現在でも残っている場所も多い
昔から家や商店が立ち並んで中心的都市として栄えていた




